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中国での支払いは殆んどスマホ決済 
令和6年３月３１日 

        社長  清水 澄人 

コロナ禍後、久し振りに中華人民共和国 広東省広州市で行われた展示会に出展(3月4日〜6日)を行

なって参りました。無論、目的は販売促進もありますが、ウチヤ社の中国登録商標維持の為でありまし

て、展示会への出展等のより具体的な形での中国国内プロモーション活動を実行しませんと、登録商標

の維持が難しくなります。5年振りで中国入国VISAを取得の上、SPS Smart production solutions 

Guangzhou には宮崎次長、長谷川課長が同行。現地では代理店のHFHC社の  Mr. Yan Manager、

Mr. Sammy Tong社長、Mr. Kwok Kit GMと合流しての出席でありました。展示会の報告は宮崎次長

や長谷川課長の報告に任せて、私は久し振りに見た中国の大きな変化について述べて見たいと思いま

す。 

 

中国では普通に使われる電子マネーの都市部の利用率は98%  中国では「電子マネー」が圧倒的に普及

しています。分かりやすく言えば

「スマホ決済」、正確には「QRコ

ードスマホと銀行口座を紐付け

た、スマホ(携帯電話)での支払

い」です。タクシー代金の支払

い、コンビニ店での購入品支払

い、展示会場で購入するお弁当の

支払い、飲料自動販売、荷物ロッ

カー、等々の支払いには現金を使

いません、いや、使えません。ク

レジットカードも使えません。ホ

テルや高級レストランではクレジ

ットカードが未だ並行して使えま

すが、何れはなくなる可能性すら

あります。我々外国人には、つい

て行けないスピードで変わってい

ました。日本ではマイナンバーカードの導入を政府主導で進めていますが、未だ70%程度ですから、そ

の変化の凄さが分かります。 
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地盤沈下するクレジットカード決済  中国でのクレジットカード決済にまつわる状況も大きく変わりま

した。2020年から3年以上にも及ぶ新型コロナ感染に伴い、中国への外国人入国者数が激減したこと

が原因、海外発行のクレジットカードの取扱いを止める事業者が増加して、クレジットカードを読み取

るPOS機と呼ばれる端末が減ってしまいました。中国では元々クレジットカードを利用する人は少なか

ったことが廃止への追い打ちをかけました。  決済を取り扱うのは銀行なのですが、その銀行の多くが

クレジットカード決済業務から撤退という動きもあり、外国人がコロナ後に中国に滞在して、

WechatPayやAliPayなしには支払い決済が出来ない状況には驚愕しています。外国人が多く利用する

高級ホテルや飲食店は今でも利用可能ですが、使える店舗数は確実に減っており、クレジットカードの

中国での相対的な価値は確実に減少しています。   

その理由として、サービス提供者に対する手数料の差が挙げられ。例えば、キャッシュレス決済は

0.6％以下に対して、クレジットカードは1％～3％と負担の差が大きく、コロナで３年以上ほとんど外

国人が来ない状況が続いたことで撤退が続発したという背景があります。 例えば、広州国際空港から広

州市内の滞在ホテル迄の通常タクシー費用がRMB150に対して、WechatPayで手配した白タクでホテ

ルから同じ空港迄の金額が何とRMB75でした。我々外国人にはついて行けないスピードで変わってい

ます。 

 

このシステムは支払う際には、携帯電話にインストールしてある専用のアプリを立ち上げて、店頭にあ

るQRコードを読み取り料金を

入力して決済するか、自分のア

プリからQRコードを表示させ

て、相手に読み取ってもらいま

す。紐付ける口座は現地のもの

が対象となり、外国からの観光

客は原則使えません。日本でも

おサイフケータイがありますが

18.8%程度の普及率であり、最

大の違いは、中国都市部では利

用率98%という主なる支払い

方法であるということです。無

論、支払い後に領収書の取得も

可能です。 

  

世界的には、日本でも本格的にキャッシュレス化が進みつつある印象ですが、海外諸国と比較すると、

日本のキャッシュレス決済比率は約30%にとどまっているのに対して、主要各国では40〜60%台にま

で上昇しています。 

各国のキャッシュレス決済比率： 韓国（94.7%）、中国（60%）、カナダ（62%）、オーストラリア

（59%）、シンガポール（57.6%）、スウェーデン（48.9%）、アメリカ（47%）、フランス

（44.8%）、ドイツ（17.9%） 〈経済産業省資料より〉 

専用アプリは2種類、テンセントが運営する「微信（wechat）ウイチャットペイ」と、アリババが運営

する「支付宝（Alipay）アリペイ」の2つのアプリです。微信（wechat）は日本でのLINEのようなメ

ッセージアプリで、支払いはその中の一つの機能です。対する支付宝（Alipay）は、支払いに特化した

アプリであり、芝麻信用という個人の信用度が点数化されていること。支払い状況などによって個人の
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点数が上下し、一定以上の点数を持っていると、シェア自転車のデポジットや賃貸住宅の敷金が不要に

なるなどといった特典があるそうです。 

  

鉄道などの公共交通機関でも

近々、改札でも電子マネーが使

える（QRコードをかざしてそ

のまま通る）ことができるよう

になると聞いていますが、今は

まだ、交通カード（JRでいう

Suicaのようなもの）を購入す

る必要があります。大きなスー

パーでも小さな商店でも、微

信、支付宝ともに電子マネーで

対応します。何にしても、全て

携帯電話による決済なので「バ

ッテリー切れ」と「外国人

NG」には要注意です。 

 

尚、QRコードを開発したのは日本のデンソーウェーブという企業。実は日本も中国での爆発的な電子マ

ネーの普及に貢献しています。株式会社デンソーウェーブ（英: DENSO WAVE INCORPORATED）

は、愛知県知多郡阿久比町に本社を置く産業用機器の製造会社である。デンソーの子会社。 

Alipayは、アリババグループが運営するQRコード決済です。 

中国だけではなく東アジアを中心にユーザーが多く、利用者数は12億人を突破しました。 

日本でも加盟店が増加しており、全国的なチェーン店では利用できる店舗が多く見られます。 

オンライン決済と実店舗の決済に対応しているので、場所を問わず使える利便性が普及に役立ったと言

えます。 

WeChat Payは、テンセント社が運営するQRコード決済です。 

実際は単独のアプリではなく、WeChatと呼ばれるメッセンジャーアプリに搭載された機能のひとつで

す。日本におけるLINEと

LINE Payのような関係と言え

ます。 

中国ではAlipayに次ぐ2番手

のQRコード決済ですが、もと

もとWeChatを利用していたユ

ーザーも多く、その登録者数は

11億人以上を超えると言われ

ています。 

世界中で加盟店が増加してお

り、日本でも利用できる店舗が

複数見られるようになりまし

た。 
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追記 

 

我々が中国広州市から帰国して、原稿(4月投稿)に書きました様にWeChat Payを利用するためには中

国国内の銀行口座が必要だったため、短期滞在の旅行者や出張者は使いづらいものだったのですが、そ

の後20２４年5月からのアップデートにより、クレジットカードを紐づけて決済できるようになりまし

た。これは朗報です、これにより、海外からの短期滞在者も大変利用しやすくなっているそうです。

2025年3月に中国広東省広州市へ出張しますので、下記事前登録を行いWeChatペイを試して観る予

定です。 

 

WeChatペイとアリペイ、海外クレジットカードとの連携が可能に  

参考：日本貿易振興会（JETRO） 

≪WeChat Payの利用方法≫ 

 

☆ 事前準備  アプリのダウンロード : WeChatアプリをスマートフォンにダウンロードします。  

 

☆ アカウント登録 : パスポートなどの身分証明書が必要です。また、登録途中にSMSでの認証が必要

になりますので、日本国内でアカウント登録を行っておくことをお勧めします。  

 

☆ クレジットカードの連携 : 利用するクレジットカード情報を登録します。 連携可能なブランドは、

VISA、MasterCard、JCB、ダイナースクラブ、ディスカバーの5種類です。 

  

☆ 支払い手順  QRコードのスキャン : 店舗で提示されるQRコードをWeChatアプリでスキャンし

ます。  

 

☆ 金額の入力 : 支払う金額を入力し、「支払い」ボタンをタップします。  

 

☆ 認証 : 指紋認証やパスワードで取引を確認します。   

 

利用の注意点  1回の支払い金額が200元(約4,000円)を超える場合は3%の手数料が発生します。  

決済額に上限があります：1度の決済で6,000元(約12万円)、1カ月で累計5万元(約100万円)、 

1年で累計6万元(約120万円)。 

 

以上 
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健康企業宣言「健診を 100%実施します」「特定保健指導の活用をします」について 

2024 年 11 月 15 日 

資材総務部課長代理 今田優子 

 

 今回は、宣言の証の「①健診を 100%実施します」、「⑤特定保健指導の活用をします」の

2 点についてご報告いたします。1 点目、2024 年 10 月 23 日に社内でシーエスケー・クリ

ニック殿にて健康診断及びインフルエンザ予防接種を行いました。健診当日は、7：30～健

康診断会場の準備、8：30～健康診断及びインフルエンザ

予防接種を行いました。健康診断 63 名、インフルエンザ

予防接種を 15 名の方に受診していただきました。 

人間ドックを希望の方も必ず受診するようよろしくお願

いいたします。 

 

2 点目、昨年「特定保健指

導」を受けていただいた方に

感謝申し上げます。ご協力あ

りがとうございました。 

今年も「特定保健指導」の

対象者の方には、資材総務部

今田より、日程調整のお話を

させていただきますので、ご

協力よろしくお願いいたしま

す。 

※健康保険組合連合会の資料

から抜粋したものです。 

 

以上 
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秋季全国火災予防運動に伴う「三郷市内三駅での広報活動」参加報告について 

2024年 11月 18日 

資材総務部課長代理 今田優子 

資材総務部主任 両澤 曜 

 

11月 8日(金)17：00～17：30に三郷中央駅で行われた広報活動で、通行されている方々

にお配りした内容物をご紹介いたします。 

 

＜通行されている方々にお配りした内容物一覧＞ 

 

 

 

 

「ガス燃焼機器には、寿命があります。」 

お使いの機器は何年ですか？ 

ガス燃焼機器にも人間と同じように寿命があります。お

使いの機器が思わぬ事故につながらないよう、何年ぐ

らい使ったかチェックしてみることが大切です。 

1.ガスコンロ 2.ガス炊飯器 3.小型湯沸器 4.ガスファ

ンヒーター5.カセットコンロ 6.ガス給湯器 7.風呂がま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「リチウム蓄電池」が原因で、ごみ収集車や 

ごみ処理施設で火災が大量発生しています。 

捨て方がわからない・・・ 

リチウム蓄電池は、市内公共施設に設置された 

「回収箱」に出してください。 

 

 

1.ガス燃焼機器には、寿命があります。2.リチウム蓄電池が原因でごみ収集車やごみ処

理施設で火災が大量発生しています 3. 住宅用火災警報器を設置しましょう 4.はじまっ

ています。消火器のリサイクル 5.災害備蓄用パン 6.タオル 計 6点です。 
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「住宅用火災警報器を設置しましょう」 

1. 取り付けが義務付けられている所(寝室・

階段) 

（例えば・・・寝室で、寝ている最中に蹴っ

た布団が、電気ストーブに触れて煙

が・・・。） 

2. 取り付けをおすすめする所(台所・すべての

居室) 

（例えば・・・台所で、てんぷらの鍋を火に

かけたまま、ついついテレビに夢中

に・・・。） 

3. 万が一のために、警報が鳴った時の正しい

対処法を知っておきましょう！ 

火災の時、火災でない時、電池切れの        

場合、機器異常の場合 

4. 定期的に作動確認し、音を聞きましょう！ 

＜今田> 

今回参加させていただくのが 3回目となり、だいぶ慣れてきました。今回の配布物の内

容は、ガス燃焼機器の寿命、リチウム蓄電池が原因でごみ収集車やごみ処理施設で火災

が大量発生、住宅用火災警報器などです。前回同様、皆さんに周知していただきたい内

容になっております。今回も参加させていただきとてもいい経験になりました。ありが

とうございました。 

＜両澤＞ 

  今回参加させていただくのが 2 回目ですが、前回同様あまり緊張することなく通行人に

声をかけることができました。今回はある一人の通行人の方がその場で防災資料に目を

通していただき、電池の捨て方について質問されました。いきなりのことなので驚きまし

たが、電池は捨て方を間違えると火災原因になるのでわかりやすく慌てることなく教え

ることがよかったです。今回も参加させていただきとてもいい経験になりました。ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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第 150 回ゴルフ会及び共栄会懇親会参加報告 

令和 6年 11月 13日 

資材総務部次長 菅野 敦 

 

 先日の、11 月 8 日、9 日の両日、好天の中、ウチヤ共栄会ゴルフ会と懇親会が開催されまし

た。ウチヤ共栄会会員様 8社 12名と、個人参加 1名（10/31をもってウチヤ担当の富士電工の

三浦本部長様が退職されました）、ウチヤからは 7名の合計 20名が参加し開催されました。 

 

今回の宿泊場所であり、ゴルフ会の会場となっている小名浜オーシャンホテル＆ゴルフクラ

ブは、ホテル全室がオーシャンビューとなっており、ホテルからゴルフコースが見渡せる好立

地となっています。ゴルフ会は、今回が 150 回の節目となっており、長年使用していた優勝カ

ップは、今回の優勝者にプレゼントされることとなりました。さて、3 チームに分かれ、9:45

にスタートしたゴルフ会は、いつもより終了時刻が遅くなり、懇親会までの時間が短くなって、

慌ただしかったかと思います。ゴルフに参加された皆様、大変お疲れ様でした。   

   

＜ホテルのベランダからの風景＞          ＜ホテル景観＞ 

           

＜ゴルフ会の様子＞ 
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また、ゴルフをされない皆様も、無事ホテルに到着し、ウチヤ共栄会の総会、懇親会が開催

されました。総会では、共栄会の役員の改選が行われ、長年ウチヤ共栄会の会長を務めて頂い

た、第一工業の末川会長が、今回をもって共栄会会長から退き、後任として宮原合成の宮原会

長が就任することが決定致しました。副会長には、渡辺製作所の麗文社長から、宮原合成の宮

原社長へ、会計には、宮原合成の磯貝所長から、ジャパントルクス社へ引き継がれることにな

りました。いままで、共栄会の役員を務めていた頂いた方々には、この場をお借りして御礼申

し上げます。 

 

   

＜共栄会の総会での一コマ①＞       ＜共栄会の総会での一コマ②＞ 

 

ウチヤ共栄会の総会終了後、懇親会がスタート。本日のゴルフの成績発表となりました。今

回は、共栄会会長の末川会長が、見事優勝カップを手にされました。おめでとうございます。 

    

＜宮原新会長（左）から末川前会長へ優勝カップ授与＞＜優勝カップを手にする末川会長＞ 
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さて、宴もたけなわではありましたが、定刻の時間となり、今回の共栄会開催の直前に富士電

工を退社された三浦様より、締めのお言葉と、一本締めの音頭をとっていただきました。三浦

様は、別の会社へ転職されるとのことですが、新しい会社でも、いつかウチヤとの取引を出来

るようになって、また共栄会に参加することを一つの目標としたいと、おっしゃっておられま

した。こちらこそ、また共栄会に参加されることを心よりお待ちしております。 

 

引き続き、2次会はホテル内にあるカラオケルームでのカラオケです。共栄会の会員の皆様は、

それぞれ得意な楽曲を熱唱されていました。きっと日頃の疲れも吹き飛んだことでしょう。予

定通り 21時にはお開きとなりましたが、まだ歌い足りないメンバーが、夜の小名浜の街に、繰

り出していったとの噂も・・。 

             

翌日は朝食後に現地解散、無事のウチヤ共栄会は終了となりました。ゴルフ会が 150 回の記

念のウチヤ共栄会となりましたが、今回もまた、反省すべき点が多々ありました。次回はもっ

と良い会となるよう、今後に生かしてゆきたいと思います。今回参加された皆様、本当にあり

がとうございました。 

以上 

  

   

＜ホテルの一室から見える風景①＞      ＜ホテルの一室から見える風景②＞ 
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防災訓練の実施について 

2024年 11月 19日 

資材総務部 菅井優香 

 

2024年 11月 14日（木）午後２時より、防災訓練を実施しました。株式会社ジャパン

トルクスの高野雅宏様と濱野勝美様もご参加いただき、ウチヤ 76名、ジャパントルクス

殿 2名の総勢 78名で行いました。今年も三郷市消防署南分署より 6名の消防隊員の方々

に立ち会っていただきました。 

 

避難訓練開始 

今回は東館 1階環境品証部温度測定装置を出火場所と想定し、新入社員の佐藤蓮さんが

発見者となり火災の発生を周囲に知らせました。その後小林主任が指示役となり非常ベル

を鳴らし、周囲の人が消火器での初期消化、私が 119番通報を行いました。 

119番通報では住所の他、「ケガ人はいるか」、「安全な場所にいるか」、「避難状況」、「初

期消火状況」を質問されました。 

また、自衛防災隊、安全防護班、消化班の出動。消化班は放水までの流れのシミュレーシ

ョンを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難 

火災受診機で出火場所の確認後、構内放送を平野祐希さんが行い、避難誘導を現場リー

ダーが主体となって行いました。非常ベルが鳴ってから避難完了まで 4分 44 秒という結

果でした。消防隊員の方からは迅速な行動がとれていて素晴らしいとの講評をいただきま

した。 
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避難完了後 

≪水消火器による消火訓練≫ 

ジャパントルクス殿、新入社員含め計 8名が 

実践し、消防隊員の方にご指導いただきました。 

消火の際、消火器の使用手順のキーワードは 

「ピノキオ」と覚えましょう。 

ピ「ピンを取る」 

ノ「ノズルを取る」 

キ「気合を入れて」 

オ「押す」 

 

≪煙体験≫ 

消防隊員の方々に煙体験ハウスを用意していただき、3人 1組でジャパントルクス殿含め

希望者 21名が体験しました。咳き込む方、方向感覚が無くなり出口まで中々辿り着けな

い方が見受けられ、火災時の煙の怖さを実感できました。 

煙の中を進む際は姿勢を低くし、口と鼻をハンカチや腕で覆いながら壁伝いに進むように

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪AED訓練≫ 

消防隊員の方に AEDの使用方法、救命処置の一連の流れを説明していただき、ジャパント

ルクス殿、ウチヤから 10名が実践。訓練では 2人 1組で行いました。 

AEDは使用するのが早ければ早いほど救命率が高まります。AEDを知り、まずはどこに

あるか覚えることが大切です。（ウチヤでは中央階段 1階に設置） 

≪発電機始動訓練≫ 

今年も齊藤主任より、新入社員と自衛防災隊に発電機の始動手順を説明し、新入社員が実 

践しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様お疲れさまでした。この訓練を緊急時の対応に役立ててください。 

以 上 

〈ジャパントルクス殿の消火訓練の様子〉 

〈発電機始動訓練の様子〉 〈社長にも AED訓練へご参加いただきました〉 


